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C.A. Lipinski博士とN. Richards教授の研究講演会の話題から

CBI 学会の事務局では、実験的な試みとして表記の
２つの講演のPowerPoint資料を作成し、希望する会員
に実費で提供することとした。各講演会では、講師の

方にお願いしてできるだけ事前に話す資料を提供して

いただき、講演会予稿資料に収録するようにしている

が、講師の都合で必ずしもこちらの希望どおりにいか

ないことがある。また、講演の録音や講師の写真撮影

も行っているが、とくに録音は状況によって良質な記

録にならないことがある。これら予稿集は、研究講演

会事業の主要なスポンサーである法人賛助会員には、

欠席されても必ず担当者に送付するようにしている

が、講演会後に、質疑や感想を含めた記録としてまと

め、これを提供できれば理想である。しかしこれは事

務局の努力だけでは無理で、世話人など、専門家に協

力していただかねばならない。それが無理でも、提供

されたスライド（PowerPoint）資料が話の流れに乗っ
た完全なものであり、講演の録音がよければ、講演内

容の把握は正確にできる。今回この条件を満たすもの

で、とくに表記の２人の英語の講演に関しては資料が

揃えられたので、試験的に提供してみることにした。

この試みに関するご感想をお寄せいただければ幸いで

ある。

４月の講演会の Lipinski 博士はすでに昨年ファイ
ザーの現役を退かれ、現在は顧問あるいは嘱託の身分

で研究を楽しまれている様子で、今回の講演にも、ゆ

きとどいた丁寧な資料を用意されたし、講演も最後に

部分を多少の例外として、ほとんど配布資料どおりで

あり、話し方もゆっくりしていたので、大変わかりや

すかった。多くの参加者も同様の印象をもたれたので

はあるまいか。

　７月の講演会のRichards教授は実は最初と最後の２
回講演されているが、今回採録したのは、より多くの

研究者が関心をもたれるであろうと思われる、 “A n
Overview of Current and Future Methods for Drug Discov-
ery in the USA” と題した２つ目の講演の方だけである。
実はこの講演は、この講演会の世話人でもあった CBI
学会の多田会長がもう一人の世話人である富士通の澤

田氏と相談されて、Richards教授に特別にこうした題
で話してくれと依頼されたと伺っている。「自分がこ

の題で話すのに相応しいとは思えなかったので、承諾

するにはかなりの抵抗があった」と Richards 教授は
言ってはいたが、内容は大変面白いものであった。例

えば、いまや医薬品開発には膨大な投資と長い時間が

必要だから、市場性からすれば、感染症では元がとれ

ない、どうしても生活習慣病のような分野を狙わざる

をえないと言われた。また、医薬品開発への

bioinformaticsへの期待は comparative genomicsである。
とくに、同一タンパク質でも種が違うと働きは異なる

可能性がある。Leptinはその好例で、マウスの結果が
必ずしもヒトに外挿できない。この点に関して私がも

う少し詳しく教えて欲しいと質問すると、彼の同僚の

教授の名前を挙げられた。後にインターネットで検索

してみると彼らの興味深い仕事がいくつかでてきた。

フリーで読める最近の論文は、Er i c  A .  Gaucher,
Michael. M. Miyamoto and Steven A. Benner, Evolution-
ary, Structural and Biochemical Evidence for a New Inter-
action Site of the Leptin Obesity Protein, Genetics, 163,
1549-1553(April 2003)‚などである。化石学から年代を
推定してタンパク質の進化系統樹を解析するというゲ

ノムと遺伝学を基礎にした研究手法が売り物であり、

実験動物モデルの限界を論ずるドラッグデザイナーや

毒性学者には有用な仕事であろう。次は講演後の飲み

物を片手にした情報交換時の話であるが、私が現在

Nuclear Receptorの知識ベースづくりに興味をもって
いること、その意義として、Endocrine系の疾患、肥
満や糖尿病関連の疾患（Syndrome X）, さらにRichards
教授の言われた新薬開発の難点である A D M E 予測と
の関係が深いことなどを話したら、NIH が来年から大
きな予算を糖尿病のモデル作成に投ずることになった

ということを教えてくれた。これもその後インター

ネットで調べてみると、Beta Cell Biology Consortium
(BCBC) という共同研究グループが発足していること
を知った。これが彼の言った計画かどうか定かでない

が、いろいろと新しいことが学べた講演会であった。

世話人である富士通の澤田氏と多田会長に感謝した

い。

（神沼二眞、C B I 学会事務局担当理事）
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実行委員長実行委員長実行委員長実行委員長実行委員長  養王田正文（東京農工大学）
会期会期会期会期会期　2003年9月17日（水）～19日（金）
会場会場会場会場会場　こまばエミナース（東京都目黒区大橋2-19-5）
テーマテーマテーマテーマテーマ  New Frontiers for Chem-Bio Informatics

大会事務局大会事務局大会事務局大会事務局大会事務局
東京農工大学工学部 養王田研究室(担当 武村佳子)
〒184-8588　小金井市中町2-24-16
TEL&FAX 042-388-7479
e-mail　cbi2003@bel.bio.tuat.ac.jp
http://www.cbi.or.jp/cbi/taikai/Taikai.2003.09.17-19/
index.html

受付期間：6月1日～9月10日
参加登録費

事前登録 (当日)
法人・個人会員 ¥3,000 (¥4,000)
一般 ¥8,000 (¥10,000)
学生 ¥3,000 (¥4,000)

事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ事務局からのお知らせ

■ 大会に個人会員として参加される方は、8 月 15 日まで
　に個人会員登録と年会費の支払いをお済ませ下さい。

■ 会員の声をお寄せ下さい－－－CBI学会の主要な活動は
　ほぼ月例の研究講演会、年次大会、学術誌CBI Jour-
　n a l の刊行、WW W ( H P )による情報提供、電子メールな
　どによるコミュニケーションです。これらいずれの事
　業、あるいはその他の事業の企画、参加した感想、助
　言、その他ご意見をぜひ事務局（cbistaff@cbi.or.jp）
　にお寄せ下さい。今後の運営の参考にさせていただきま
　す。また、会員の皆様の著作、発表論文、書評や有
　用なウェブサイトなどをお寄せいただくのも歓迎します。

参加登録を受けつけています！

　

情報計算化学生物学会情報計算化学生物学会情報計算化学生物学会情報計算化学生物学会情報計算化学生物学会（（（（（CBICBICBICBICBI 学会）学会）学会）学会）学会）事務局事務局事務局事務局事務局

〒 158-0097 東京都世田谷区用賀 4-3-16 ｲｲﾀﾞﾋﾞﾙ301
  TEL.03-5491-5423   FAX.03-5491-5462
  cbistaff@cbi.or.jp   http://www.cbi.or.jp/
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***第235回CBI学会研究講演会 予告***
    テーマ：医薬品開発における物性研究の意味
　 日時：２００３年８月２６日（火）１３：００－１７：４０

場所：日本化学会　化学会館7Fホール
世話人：平山令明（東海大学）

      プログラム
「物性研究を創薬にどのように生かすか」          池田幸弘（武田薬品工業株式会社）
「医薬品の安定性に影響する分子運動」                吉岡澄江（国立医薬品食品衛生研究所）
「製剤開発と物性研究」 早川栄治（協和発酵工業株式会社）
「医薬品の各種溶媒への溶解性の予測」          池田博隆（株式会社菱化システム）
「Cosmofrag: Fast Prediction of Physical Properties Based on Quantum Chemical Calculations」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Martin Hornig（COSMOlogic GmbH & Co）
「薬物送達システム（DDS）を利用した創薬」   岡田弘晃（東京薬科大学薬学部）

***CBI学会研究講演会 予告***
    テーマ：ADME/Tox の予測

日時：２００３年１２月１８日（木）１３：００－１７：３０予定
場所：日本化学会　化学会館7Fホール
世話人：多田幸雄（大鵬薬品株式会社）、杉山雄一（東京大学）

      プログラム
「2nd International Drug Discovery and Development Summit報告」　　　　多田幸雄（大鵬薬品株式会社）
「in silicoの動態特性の予測」（仮題）              原田恒博（田辺製薬株式会社）
「薬物相互作用の予測およびデーターベース」（仮題）     加藤基浩（中外製薬株式会社）
「トランスポーター特性の予測およびデータベース」             杉山雄一（東京大学）
「薬物肝毒性の動態代謝的観点からの予測」（仮題）         池田敏彦（三共株式会社）
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